
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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大 蛇
大 蛇
大 蛇
大 蛇

宗 広 　 千 寿
藤 井 　 徹
日 高 　 昌 文
大 上 　 顕 男

素戔鳴 尊
足 名 椎
手 名 椎
姫

・・・
・・・
・・・
・・・

天 玉  篤 史
山 田  正 彦
藤 井  嘉 徳
片 岡  泰 英

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

天玉　美里

石 橋  孝 征
藤 井  和 則
天 玉  良
山田  かんな

　出雲国・簸の川の川上で八人の姫を育てていた老夫婦でしたが、年ごとに七人の娘たちが大蛇に取られてしまいました。
　老夫婦（足名槌、手名槌）が八人目の姫を中心に、嘆き悲しんでいたところへ素戔嗚尊が通りかかり、その訳を聞き、大蛇退治の
策をたて、大蛇退治を申し出ます。
　七人目の姫が大蛇に取られるところから神楽が始まり、後半では大蛇四頭の酒飲み、そして、激闘へと場面は展開します。素戔
嗚尊は十握の剣を持って見事大蛇を切り刻み無事退治します。その切り裂いた大蛇の尾の中から一つの剣が出てきました。こ
れが天の叢雲の剣、後に草薙の剣といわれる物で、その剣を素戔嗚尊は天つ神に献上されました。

第二幕『大蛇』（おろち）
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仲哀 天 皇
高 麻 呂
塵 倫
鬼

宗 広  千 寿
藤 井  和 則
石 橋  孝 征
天 玉  篤 史

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

藤 井  徹
山田  かんな
日 高  昌 文
山 田 　 正 彦

　人皇第14代仲哀（ちゅうあい）天皇の御代、異国より日本征伐を企てて数万の軍勢が攻めてきました。
　その中に塵輪という身に翼があり、黒雲に乗って虚空を自由に飛び回る神通自在の大将軍がおり、国々村里を荒らし、多くの人
民を滅ぼしていました。しかし、我が国にはこの大悪鬼にかなう者がいませんでした。
　そこで仲哀天皇自ら不思議な霊力のある十善万乗（じゅうぜんばんじょう）の神変不測の弓矢を持って、神通力を持ち戦術にも
長けた鬼を退治されたという物語です。

第一幕『塵輪』（じんりん）

上川戸神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
上川戸神楽団は、熊野神社の氏子三十数戸の中から結成され、古くから舞い続けられた郷土芸能・神楽を受け継ぎ、その継
承に少ない団員にもかかわらず、一生懸命頑張っています。
また、受け継いだものには舞の他、木彫りの面や草木染めの衣装、紙鎧など貴重なものもあり、町の伝承館でも展示や保存
をいただいています。
先輩・後輩一緒になって、伝統の郷土芸能・神楽の伝承に今後とも努めてまいりますので、ご声援、ご指導よろしくお願いい
たします。

かみかわどかぐらだん


